













































































































































































声1争プライマ~の即 された幣 bpi ヨウム
プライマー オス メス オス メス
ライマーA 112
flaeIIdigested 112,66,46
112 12 112
112 6･46 112･66･46
306 306ライマーB
44
ている可能性が考えられた｡また､この領域はイ
ントロン部分も含まれており､ワシやタカ類の断
片長(286-330bp)には､雌雄間で2-20bpの差異があ
り､種間でも40bp以上の違いが確認されているこ
とから (Itoeta1.,2003)､鳥種によって断片長が異
なることが予想された｡本研究で用いたミヤマオ
ウムとヨウムでは､共に306bpの断片長が認められ
た｡
一方､プライマーAでのPCR増幅産物の制限酵素
による消化では､通常のオウム､インコ類の雌雄
間でそれぞれ認められる断片長が､同じオウム科
に分類されるミヤマオウムで異なることが明らか
となった｡すなわち配偶子の型が､従来の鳥類の
メスで認められるものがミヤマオウムのオスで認
められ､ミヤマオウムのメスでは予想される断片
長が認められなかったことから､通常のオウム､
インコ類のCHD遺伝子の塩基配列とは部分的に異
なることが示唆されたO特に､この部分はCHD遺
伝子のDNA-binding領域にあたる保存性の高い領
域であることから (Kalm eta1.,1998)､今後シー
ケンスにより性染色体にあるC〟D遺伝子の塩基配
列上の違いを明らかにするとともに機能的な違い
の有無についても調査する必要性があると考えら
れた｡
要 約
DNAによる性判別法のミヤマオウム-の利用を
目的として､鳥類の性染色体上に存在するCHD
(chromo-helicase-DNAbindingprotein)遺伝子を標
的とする2種類のプライマーセットについて検討
した｡その結果､ミヤマオウムでは､2種類のプラ
イマーセットでDNAの増幅が認められたOしかし､
オウム､インコ類においで性判別の報告があるプ
ライマーAの雌雄間で認められる型が異なること
から判別ができなかったO-方､ワシ､タカ類の
cHD一打の配列を基に設計されたプライマーBを用
いた方法では､ミヤマオウムのW染色体由来の増
幅産物のみが検出されることから性判別が可能と
なった｡また､対照として用いたヨウムは､2種類
のプライマーセットで性判別が可能であったこと
から､プライマーBは､他の鳥種でも性判別のでき
る可能性が示唆された｡
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